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≪セミナーの内容≫ 

１．行政書士試験合格発表のデータを分析 

２．自己分析（合否通知書の分析など） 

３．ＴＡＣご受講のご提案 

４．皆様の疑問点解消（質疑応答） 
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１．合格発表のデータ分析 
 

【令和 2 年度行政書士試験結果】 
 

受験者 41,681 人 

不合格者 37,211 人 

不合格率   89.3％ 
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２．自己分析（合否通知書の分析など） 
 

(１) 合格に必要なもの 

 

不合格になった理由は、次の３点につきます。 

 

（１）学習時間不足（学習開始時期が遅い）。 

（２）問題演習不足（問題を解かずに教科書ばかり読んでいる）。 

（３）学習範囲を広げすぎる（６割で合格なのに完璧を目指しすぎる）。 

 

つまり、これを克服できれば合格できます。そのためには、 

 

（１）今すぐ始める。 

（２）学習は問題演習を中心に組み立てる。 

（３）あくまで合格ライン６割を得点するための学習をする。 

 

これを踏まえて、今年の学習を構築します。 

 

 

(２) 学習構築のため受験経験者は徹底的な自己分析から始める 

 

×  気持ちを新たに、ゼロから始める 

 

△ 昨年のものをつかって、教科書の復習からはじめる。 

 

○ 不十分だと思われるところを徹底的に復習していく。 

 

◎ 問題演習で不十分なところを発見し、そこを徹底的に復習していく。 
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(３) 自己分析の方法（合否通知書の利用方法） 

 

 令和２年度の合否通知書 

法 令 等 
択 一 式 

５肢択一式 160 点 

小計 244 点 

多肢選択式 24 点 

記    述    式 60 点 

一般知識等 択 一 式 ５肢択一式 56 点 小計 56 点 

総 得 点 
択 一 式 

５肢択一式 216 点 

小計 300 点 

多肢選択式 24 点 

記    述    式 60 点 

 

合格基準モデル（180 点の得点の仕方） 

法 令 等 
択 一 式 

５肢択一式 120 点 

小計 152 点 

多肢選択式 20 点 

記    述    式 12 点 

一般知識等 択 一 式 ５肢択一式 28 点 小計 28 点 

総 得 点 
択 一 式 

５肢択一式 148 点 

小計 180 点 

多肢選択式 20 点 

記    述    式 12 点 
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 どこで失点しているのかを分析。 

 

択一・法令

問数 目標（素点） あなた 所要時間 合計 あなた

基礎法学 ２問（８点） １問（４点） 1問２分 ４分

憲法 ５問（20点） ３問（12点） 1問３分 15分

民法 ９問（36点） ６問（24点） １問４分 36分

総則 ２問（８点） １問（４点）
物権 ２問（８点） ２問（８点）
債権 ４問（16点） ２問（８点）

親族相続 １問（４点） １問（４点）

行政法 19問（76点） 17問（68点） １問２分 40分
法理論 ５問（20点） ４問（16点）
行手法 ３問（12点） ３問（12点）
行審法 ３問（12点） ３問（12点）
行訴法 ３問（12点） ３問（12点）
国賠法 ２問（８点） ２問（８点）
地自法 ３問（12点） ２問（８点）

商法 ５問（20点） ３問（12点） １問２分 10分

40問（160点） 30問（120点） 105分

120点獲得を目指す

 

 

足りないところを常に把握して、そこを徹底的に詰めていく学習を進める。 
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３．ＴＡＣご受講の提案（講座選択） 
 

例年ですと、300点満点中、５割 150点以上得点できているかどうかが、受験経験者クラ

スか、基礎クラスかの選択の目安となります。 

 ただし、今年は、一般知識・満点５６点部分が簡単でした。そのため、一般知識の得点

がよく、総合得点では 150 点超えているけれども、法令科目の実力はまだ基礎クラスで学

習をした方がよいという方もいらっしゃると考えられます。 

 また、記述式が例年になく難しかったので、記述式によって、得点を大きく下げていら

っしゃる方も多いと思います。その方の場合、総合得点では 150 点到達していないけれど

も、受験経験者クラスで学習した方がよいという方もいらっしゃると考えられます。 

 そこで、コース選択の場合には、一般知識と記述を除く、下記、法令択一（160点満点）、

法令多肢（24 点満点）の合計点で５割強（184 点中 100 点ぐらい）を超えているかどうか

を一つの基準として、ご検討いただければと存じます。 

 

【法令択一＋法令多肢 マークシート問題による目安】 

法令択一 40 問  （160 点） 

法令多肢 12 空欄  （24 点）    合計 184 点満点 

22問以上＋8空欄以上 

（88点以上＋16点以上） 

＝およそ 100 点以上 

スーパー答練本科生 Success 

スーパー答練本科生 

21問以下＋７空欄以下 

（84点以下＋14点以下） 

＝およそ 100点未満 

プレミアム本科生 

 

 

☆スーパー答練本科生 Success 

スーパー答練本科生 A コース 早期申込特典☆ 

スーパー答練本科生 Success・スーパー答練本科生Ａコースをお

申込みいただくと、2020 年目標の民法 1st ステージ５回分の答練・

Web 講義を早期申込特典として無料で Web 上でご提供いたします。 

ただし、そのキャンペーンは１月 31 日までの申込特典となり

ますので、お申込みはお早目に！！！  
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４．皆様の疑問点解消（質疑応答） 


